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§２．研究実施の概要  

 

 本研究は、住宅のエネルギー管理システム（HEMS: Home Energy Management System）と、系統

電力による中央制御型の配電ネットワークのエネルギー管理システム（GEMS: Grid Energy 

Management System）の双方に着眼し、予測・運用・制御の一貫型のエネルギー管理フローに基づ

く、HEMS と GEMS が協調する新しい EMS の実現手法を創出することを目的として、(a)協調 EMS

実現手法の構築、(b)協調 EMS 実証基盤体系の構築、(c)協調 EMS 評価体系の構築、の三項目を

実施項目として掲げている。当該年度は項目(a)，及び(b)を実施し、次年度予定している項目(c)の

実施に向けた準備を行った。 

上記項目(a)協調 EMS 実現手法の構築においては、HEMS、GEMS それぞれにおける予測 3)、

運用、制御に関する要素技術の開発、及びそれらを統合することによる EMS の枠組みの構築を行

った。HEMS、GEMS 両方において重要と考えられる家庭向け太陽光発電システム（PV）、及び負

荷電力量の予測技術に関しては、構築したデータベースの中から現在の気象条件などの情報に

基づいて類似する過去事例を抽出し、翌日の電力量推移パターンの予測を行う Just-In-Time（JIT）

モデリングに基づく予測システムの構築を行った。また、HEMS において重要となる家庭内エネル

ギー機器の動特性を考慮した数理モデルに基づく機器運用計画技術の開発のため、コージェネ

レーションシステム（CGS）の試験装置を構築し、予測手法との接続を考慮してエネルギー需要シ

ナリオを用いる確率計画法に基づく運用手法を開発した。また、需給逼迫時などに予測と実際の

間に乖離が生じた際には、必要に応じて宅内エネルギー機器の自動制御等を即時的に行うことも

有用だと考えられるが、各家庭のエネルギー利用パターンから需要家にとっての利便性を損ねな

い機器制御の優先度を学習することでこの自動機器制御の指針を定める手法を開発した。同様に

空調等機器の制御手法として、電気設備のエネルギー消費量削減に加え、住人の熱的快適性を

考慮した窓・日射遮蔽ブラインド・断熱ブラインド・エアコンが制御可能なモデルを作成した。また、

家庭向け太陽光発電システムが多数連系された高圧、低圧配電系統における電圧管理のための

機器運用、制御に関する GEMS 技術開発を行なった。高圧系統においては配電用変電所と配電

線に設置される電圧制御装置(LRT、SVR)を対象とし、最適化問題を解くことで運用パラメータを決

定するベクトル LDC(Line-voltage Drop Compensator)方式の制御手法を開発した。また、低圧系

統における電圧維持を目的として LVR（Low Voltage Regulator）の利用を考え、計算コストの観点

から一貫型 GEMS の枠組みと親和性の高いデータに基づく判別問題としての定式化に基づく

LDC 制御パラメータの選択手法を開発した。また、これらの要素技術を組合せ、一貫した HEMS、

及び GEMS の統合モデルのプロトタイプの構築を行った。 

上記項目(b)については汎用ツールである MATLAB/Simulink を用いたシミュレーションモデル

の構築を行い、計算機上で GEMS と HEMS を実装し、協調 EMS 手法の基礎検討を実施した。また

同様に協調 EMS 実現手法を検証するため、電気的、通信環境共に自在に設計可能な配電系統

模擬装置を導入することで早稲田大学に EMS 模擬シミュレータの構築 2,4,11,14)を行い、次世代電圧

制御機器である LVR の導入効果及び、代表的な電圧制御方式を LVR に適用した際の電圧制御

効果等、EMS 実現手法に関する基礎検討を行った。 
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